
１ 国語 

学校番号 3003 

 令和２年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 現代文Ａ 単位数 ２ 年次 ３ 

使用教科書 新編現代文Ａ （第一学習社） 

副教材等 改訂版漢字とことば 国語学習課題（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ 

・３年生では社会人となるために具体的に必要な力を養うことを心がけましょう。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く

能力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・副教材を活用して社会常識や語彙力を身につけ、入社試験、入学試験にも落ち着いて対応で

きるようにしましょう。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

・様々な文章を読んで、その内容や表現をとらえていく。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・身につけた力を実際の場面で発揮して希望の進路実現につなげる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:読む能力 c:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力を進ん

で高めるとともに、言語文

化に対する関心を深め、国

語を尊重してその向上を

図ろうとする。 

文章を的確に読み取ったり、

目的に応じて幅広く読んだり

して、自分の考えを深め、発

展させている。 

伝統的な言語文化及び言葉の

特徴やきまり、漢字などにつ

いて理解し、知識を身に付け

ている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワークシート

等） 

記述の確認及び分析（ワーク

シート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワークシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c 

前
期 

小
説
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

 

 

教材： 

「相棒」 

 

 

 

○ ◎ ○ 

a:・作品に興味をもって意欲的に

学習に取り組んでいる。 

・小説のおもしろさを読み取ろ

うとしている。 

b:・本文の内容に則して、登場人

物の心理の変化を読み取って

いる。 

・登場人物それぞれの性格と、作

品における役割を理解してい

る。 

・作品における風景や自然描写

の表現効果について、理解を深

めている。 

c:語句の意味を正しく理解し、漢

字を正しく読み書きしている。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b、c: 

記述の確認及

び定期考査 

 

自
己
ア
ピ
ー
ル
文
を
書
く 

教材： 

ワークブック「漢字と

ことば 

 

 ○  ◎ 

a：・自分のことを客観的にとら

えようとしている。 

 

c：ワークブック等で身につけた

知識を利用して正しい言葉遣

いや漢字を書こうとする。 

a、c：行動の観

察及び記述の

点検 

 

小
説
の
内
容
を
理
解
し
鑑
賞
す
る
。 

 

 

教材： 

「鼻」 

○ ◎ ○ 

a:・「王朝文学」の背景を理解し

て作品を読もうとする。 

b:本文の内容を理解し、物語の展

開をつかんでいる。 

・登場人物の行動と心情を読み

取っている。 

・作品の主題について考えよう

とする。 

c:文学史事項について知識を深

める。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b:記述の確認及

び定期考査 

 

c:小テスト及び

定期考査 

語
彙
力
を
高
め
、
実
際
の
場
で
活
用

す
る 

 

 

教材： 

ワークブック「漢字と

ことば」 

 

 

○  ○ 

a：新しい語彙を身につけようと

している。 

 

c: 自信を持って採用試験等に臨

む。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

c:小テスト及び

定期考査 



評
論
文
の
構
成
を
知
り
論
旨
を
理
解
す
る 

 

 

教材：  

「大量生産の眩暈」 

○ ◎ ○ 

a：・評論文の構成・論旨を理解

しようとする。 

b：・段落のまとまりで、内容を

とらえている。 

 ・筆者の主張を正しく理解して

いる。 

 ・論旨に対しての自分なりの意

見を持つ。 

c：・新出語句を自分の語彙とし

て身につける。 

  

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b、c: 

記述の確認及

び定期考査 

 

後
期 

短
詩
形
文
学
を
味
わ
う 

 

 

教材： 

「山月記」 

○ ◎ ○ 

a:・漢文調の文章に関心を持ち、

言葉の美しさや深さに気付こ

うとしている。作品に親しもう

としている。 

・音読などを通じ、意欲的に学習

に取り組んでいる。 

b:本文の内容を理解し、物語の展

開をつかんでいる。 

・登場人物の行動と心情を読み

取っている。 

・作品の主題について考えよう

とする。 

c：語句の意味を正しく理解し、

漢字を正しく読み書きしてい

る。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b、c: 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

小
説
の
内
容
を
理
解
し
鑑
賞
す
るⅢ

 

【近代以降】 

 

教材： 

「卒業」 

 

○ ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どの

ように書き手が描いているの

かを捉え、言葉の美しさや深さ

に気付こうとしている。  

b:・人物の心情を味わい、鑑賞す

る。 

・作品世界を身近なものとして 

捕らえ、自らの将来について考 

えを深めている。 

c:・実生活で役立つ語句、漢字、

慣用表現等を理解し、身につけ

ている。  

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

b、c： 

記述の確認と分

析及び定期考

査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:読む能力       c:知識・理解 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読む

こと」）に関わる観点には◎を付している。 


